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(百万円未満切捨て)

１．2027年３月期第１四半期の業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 12,086 32.4 1,932 386.4 1,886 542.7 1,290 540.2
2026年３月期第１四半期 9,128 △1.0 397 △69.5 293 △79.4 201 △79.2

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 162.55 ―
2026年３月期第１四半期 25.39 ―

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 68,811 28,818 41.9

2026年３月期 66,949 27,452 41.0
(参考) 自己資本 2027年３月期第１四半期 28,818百万円 2026年３月期 27,452百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 ― 20.00 ― 20.00 40.00

2027年３月期 ―

2027年３月期(予想) 25.00 ― 25.00 50.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2027年３月期の業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 24,500 26.6 3,500 273.5 3,400 309.0 2,300 303.5 289.79

通期 50,000 19.2 5,800 58.1 5,500 53.1 3,800 41.1 478.79

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：有

（注）業績予想につきましては、現時点で入手できる情報に基づき可能な範囲で合理的に算定しております。実際の
業績等は今後の世界情勢等により異なる可能性があり、修正の必要が生じた場合には速やかに開示いたします。



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2027年３月期１Ｑ 8,143,390株 2026年３月期 8,143,390株

② 期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 206,652株 2026年３月期 206,652株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 7,936,738株 2026年３月期１Ｑ 7,936,788株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士
又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意)
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将
来予測情報に関する説明」をご覧ください
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期における海外経済は、中東情勢の緊迫化に伴う原油・ナフサ価格や物流費の上昇などを背景に、先

行き不透明な状況が続きました。

米国では、AI関連を中心とした設備投資が景気を下支えした一方、物価上昇の影響などから、個人消費の伸びは

緩やかとなりました。欧州では、エネルギーコストの上昇や外需の弱さを背景に製造業は低調に推移した一方、安

定した雇用環境が個人消費を下支えしたことから、景気には緩やかな持ち直しの動きが見られました。中国では、

製造業の生産活動は増加したものの、個人消費の伸び悩みや不動産市場の低迷が続き、景気の成長ペースは鈍化し

ました。

わが国経済は、物価上昇の影響が続いたものの、雇用・所得環境の改善に加え、個人消費や設備投資に回復の動

きが見られたことから、全体として緩やかな回復基調を維持しました。

当社事業の主要市場である電子材料業界は、生成AI向けデータセンター投資の拡大を背景に、先端ロジック半導

体やメモリ需要が増加し、先端半導体分野を中心に好調に推移しました。

当社では、2023年３月期を初年度とする５ヵ年の中期経営計画「Ｂｅｙｏｎｄ５００」の最終年度を迎え、これ

までに能力増強を行った設備の活用を進めております。感光性材料セグメントでは、感光材開発分析棟による開

発・分析体制の強化に加え、第４感光材工場の増強設備を活用し、先端半導体向け材料の増産と安定供給に取り組

んでおります。化成品セグメントでは、淡路工場第２屋内充填所を活用し、高純度溶剤の出荷能力および安定供給

体制の強化に取り組んでおります。今後も、これらの設備を活用した増産により生産性・収益性の改善を図るとと

もに、新規感光材工場の建設準備や化成品セグメントにおけるタンクヤード、ローリー充填所の新設・増強を進

め、将来の需要拡大に対応する供給体制のさらなる強化に取り組んでまいります。

当第１四半期においては、先端半導体向け材料を中心に販売数量が増加しました。一方、原燃料価格は依然とし

て高水準で推移しており、コスト上昇要因となっております。当社では、安定供給を第一に、原材料の複数購買や

在庫確保等に努めるとともに、顧客との協議を通じて販売価格の見直しを順次進めております。

このような状況のもと、売上高は12,086百万円（前年同期比+2,958百万円、+32.4％）となりました。利益面で

は、先端半導体向け材料を中心とした販売増加が利益を押し上げました。また、一過性の増益要因として、前期の

増産により前期末在庫に含まれていた原価差額511百万円が、当期の販売に伴って売上原価に反映されました。

この結果、営業利益は1,932百万円(前年同期比+1,535百万円、+386.4%)、経常利益は1,886百万円(前年同期比

+1,593百万円、+542.7%)、四半期純利益は1,290百万円(前年同期比+1,088百万円、+540.2%)となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

（感光性材料事業）

半導体向け材料は、生成AI向けなど最先端分野を中心とした半導体需要の拡大を背景に、当社の先端フォトレジ

スト向け材料の販売が前年同期比で大幅に増加しました。また、一般半導体およびディスプレイ向け材料の販売も

前年同期比で増加しました。

この結果、同事業の売上高は7,382百万円（前年同期比+2,049百万円、+38.4％）、営業利益は1,052百万円（前

年同期比+1,286百万円）となりました。

（化成品事業）

電子材料関連製品は、生成AIの普及拡大を背景としたデータセンター投資の継続や、半導体の高性能化・高集

積化の進展を受け、先端半導体向け材料の需要は堅調に推移しました。このような状況のもと、先端ロジック向

け、メモリ向けともに高純度溶剤の販売が堅調に推移したことから、前年同期比で売上は増加しました。

香料材料関連製品は、欧米向けを中心とした海外販売の伸長に加え、国内販売も堅調に推移したことから、前

年同期比で売上は増加しました。

タンクターミナル関連は、総取扱量が高水準で推移する中、輸入品の取扱需要が堅調に推移したことにより、前

年同期比で売上は増加しました。

この結果、同事業の売上高は4,704百万円（前年同期比+909百万円、+24.0％）、営業利益は879百万円（前年同

期比+248百万円、+39.5％）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

財政状態は、前事業年度末対比で次のとおりであります。

当第１四半期会計期間末における総資産は68,811百万円となり、前事業年度末比1,861百万円の増加となりまし

た。

流動資産は27,493百万円で、前事業年度末比2,200百万円の増加となりました。これは主に原材料及び貯蔵品

750百万円の増加などによるものであります。

固定資産は41,317百万円で、前事業年度末比339百万円の減少となりました。これは、取得による増加1,270百

万円があった一方、減価償却による1,268百万円の減少および固定資産圧縮損445百万円などによるものでありま

す。

流動負債は20,855百万円で、前事業年度末比2,021百万円の増加となりました。これは主に支払手形及び買掛金

1,745百万円の増加によるものであります。

固定負債は19,137百万円で、前事業年度末比1,525百万円の減少となりました。これは主に長期借入金1,549百

万円の減少によるものであります。

純資産合計は28,818百万円で、前事業年度末比1,365百万円の増加となりました。これは主に四半期純利益

1,290百万円によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年３月期の第２四半期累計期間および通期の業績予想につきましては、2026年５月８日に公表いたしました

業績予想から変更しております。詳細につきましては、本日（2026年８月７日）に公表いたしました「業績予想の

修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2026年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,683 3,728

受取手形及び売掛金 9,172 9,193

商品及び製品 8,539 9,176

仕掛品 540 665

原材料及び貯蔵品 2,631 3,381

その他 735 1,357

貸倒引当金 △9 △9

流動資産合計 25,292 27,493

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 15,823 16,410

機械装置及び運搬具（純額） 12,324 11,808

土地 5,827 5,827

建設仮勘定 1,404 1,030

その他（純額） 1,918 1,858

有形固定資産合計 37,298 36,935

無形固定資産

その他 2,226 2,140

無形固定資産合計 2,226 2,140

投資その他の資産

その他 2,131 2,241

投資その他の資産合計 2,131 2,241

固定資産合計 41,656 41,317

資産合計 66,949 68,811

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,017 7,763

短期借入金 2,000 2,300

1年内返済予定の長期借入金 6,390 6,298

設備関係未払金 1,068 1,606

未払法人税等 589 500

賞与引当金 990 522

その他の引当金 41 9

圧縮未決算特別勘定 301 109

その他 1,435 1,746

流動負債合計 18,834 20,855

固定負債

長期借入金 17,423 15,874

退職給付引当金 1,916 1,973

役員退職慰労引当金 128 131

その他 1,194 1,158

固定負債合計 20,662 19,137

負債合計 39,497 39,993
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(単位：百万円)

前事業年度
(2026年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2026年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,618 1,618

資本剰余金 1,541 1,541

利益剰余金 23,865 24,996

自己株式 △93 △93

株主資本合計 26,931 28,063

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 520 754

評価・換算差額等合計 520 754

純資産合計 27,452 28,818

負債純資産合計 66,949 68,811
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

売上高 9,128 12,086

売上原価 7,479 8,689

売上総利益 1,649 3,397

販売費及び一般管理費 1,251 1,465

営業利益 397 1,932

営業外収益

受取利息及び配当金 7 11

為替差益 － 14

受取家賃 7 8

補助金収入 17 1

受取手数料 11 －

その他 3 7

営業外収益合計 48 43

営業外費用

支払利息 78 85

為替差損 68 －

その他 4 4

営業外費用合計 151 89

経常利益 293 1,886

特別利益

圧縮未決算特別勘定戻入 － 192

助成金収入 － 252

特別利益合計 － 445

特別損失

固定資産除却損 1 3

固定資産圧縮損 － 445

特別損失合計 1 448

税引前四半期純利益 292 1,883

法人税、住民税及び事業税 5 469

法人税等調整額 85 123

法人税等合計 90 593

四半期純利益 201 1,290
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
四半期損益
計算書計上額

(注)感光性材料事業 化成品事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 5,333 3,794 9,128 ― 9,128

外部顧客への売上高 5,333 3,794 9,128 ― 9,128

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 87 87 △87 ―

計 5,333 3,882 9,215 △87 9,128

セグメント利益又は損失（△） △233 630 397 ― 397

(注) セグメント利益又は損失は四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な事項はありません。

当第１四半期累計期間(自 2026年４月１日 至 2026年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
四半期損益
計算書計上額

(注)感光性材料事業 化成品事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 7,382 4,704 12,086 ― 12,086

外部顧客への売上高 7,382 4,704 12,086 ― 12,086

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 178 178 △178 ―

計 7,382 4,882 12,265 △178 12,086

セグメント利益 1,052 879 1,932 ― 1,932

(注) セグメント利益又は損失は四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な事項はありません。
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（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

減価償却費 1,246百万円 1,268百万円

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。


